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目 標：『里海の再生』

自然再生
協議会

産

漁協
等

学

大学
等

官

県・
市等

民

NPO等

人と共生してきた自然との
「関わり」と「場所」を
「回復・構築」していく

人が適度な働きかけを継続
あらゆる恵みを持続的に享受する場

やまぐちの豊かな流域づくり（椹野川モデル）H14
森・川・海を育むふるさとの流域づくり

椹野川河口域・干潟自然再生協議会の設置 H16

阿知須（昭和初期）貝採りの様子 無機化、硬質化
豊かな干潟

30年～50年

変化した干潟

二次的
自然

河口干潟
（南潟）

きらら浜
自然観察公園

山口湾

椹野川

山口市

活動の柱：生物多様性の確保・多様な主体の連携
干潟面積 約350 ha

日本の重要湿地500
特 徴 カブトガニ繁殖地

渡り鳥の休息地 2

椹野川河口干潟再生活動の背景



協議会組織

会長：山口大学 朝位教授 （第1２期協議会委員）協議会

個人６０名、団体６機関

リーダー

リーダー

リーダー

「自然再生」を推進するため、必要となる事項の協議：全体構想、自然再生事業の実施計画案協議、連絡調整 等

リーダー

順応的取組促進専門委員会

ふしの干潟いきもの募金委員会

代表 山口大学 関根（H28 当時）

ワーキンググループ リーダー 内容

干潟・水産資源再生WG 水産大学校 南條 准教授 アサリ、底生生物などの干潟における生物資源の再
生・維持・保全を目的とした活動を実施

カブトガニWG 山口カブトガニ研究懇話会
原田 代表

カブトガニ産卵場・幼生・生息場所の保全活動、基
礎調査を実施

環境学習WG 人間環境大学 後藤 准教授 環境学習を通じた干潟、生物、沿岸環境への理解促
進、普及啓発

持続可能な里海づくりWG （株）ライフスタイル研究所
船﨑 代表

住民参加型の取組を推進するための施策を検討・実
施

ブルーカーボンWG 山口大学 山本 教授 ブルーカーボンについての知見を収集、アマモ場を
中心とした山口湾の藻場や干潟での基礎調査

委員長 朝位会長（協議会会長）、委員：市・県関係者

ふしの干潟ファンクラブ
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協議会の課題

自然科学 ＋ 社会科学これまでの20年で得たもの（失ったもの）

これからの20年の観点？

〇資源維持の困難性

アサリ資源の安定確保、生物多様性保全

〇人的資源の確保、交流の活発化

人の固定化、流動性

漁業者、活動団体構成員の高齢化

交流の減少

〇資金調達

個人・企業からの募金、行政予算により事業継続

→自己調達手段の確保

継続的な課題

気候変動による水温上昇・海面上
昇、海水ｐH低下、自然災害・天
候の極端化によるリスク

→生態系への影響、波浪による砂
の影響、沿岸域の干潮帯の減少等

海洋プラ、循環型社会形成

新たな課題

供給・調整・基盤サービス 維持

文化的サービス 減少



活動の課題：持続可能な活動のためには

⚫効率的な資源確保

 

⚫活動資材

被覆網・網袋再利用方法の検討

⚫  寄附付き商品販売数増加、

 募金の受託団体として企業等に選ばれるには？

⚫  活動者、人数の確保、ファンクラブ増員、

協議会活動の活発化（SNSの活用）

⚫ 活動の記録（アーカイブ）を残す

⚫ 自然再生協議会からの新たな枠組みの検討

（自然共生サイトなど）
5

1,746
1,997 1,900

935
650 655 721

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

募金推移

収入 支出 推移

(千円) 



6

過去資料をまとめ、次の20年に活かす 記録の作成

産学官民活動からの視点

自然再生
協議会

産

漁協
等

学

大学
等

官

県・
市等

民

NPO等

行政から見た
流域づくり
里海づくり

学術的価値からみた
椹野川再生活動

市民・なりわいからみた活動

自然科学 ＋ 社会科学これまでの20年で得たもの（失ったもの）

これからの20年の観点？

生物多様性の確保の視点 希少種
干潟そのもの
食物網や
生息に関わる種

カブトガニ アサリ アマモ

『活動』の価値（得られる恵み）の
見える化のための『指標生物』

設
立 2004（H16）

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2023（R5）

2024

2025

・地域通貨フシノ
・活性化交流会（森・川・海）
・自然再生協議会発足
・カブトガニ調査開始
・大内人形（荒谷ダム）

・トヨタ財団
・国交省関連助成
・大内人形（殿・姫）
・AQUA SOCIAL FES
・ユネスコ未来遺産

・順応的管理委員会提言
・環境省流域圏助成
・WG再構成
・ふしのファンクラブ
・ふしの干潟生き物募金

・モニタリング継続

・網袋法

2004

流域づくり発足

活動活発期

民

間
助成金利用

期

自立模索期・

活発活性

活
動制限期（コロナ

）

再出発期



目指す姿はどのように変える？

里海における人と自然の共生
生物多様性の維持・向上
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住民参加型の里海再生による
生物多様性・『生態系サービス』の維持・向上
社会変化に合わせた里海づくりの目的の再設定

理想：山口湾が人と自然・流域のつながりと、生き物の多様性が豊かに維持されること

➢活動中期（１３年前）
漁業者も、ボランティア団体も元気！
アサリは「なりわい化」を目指す

➢コロナを経て・・・
ボランティアは集まるが、肝心のコア層が減少
活動を支えるファンは維持
なりわい＋住民活動・共生の場づくり
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実施方法（案） 持続可能な里海づくりWGでとりまとめを実施

自然科学 ＋ 社会科学

１ 令和8年度 （募金から5万円拠出）
○メンバー募集（６月まで）
・HP作成可能な方
・一緒にHPの案を考えてくれる方

○プラットフォームとなるHP（10月まで）検討
・既存HP・SNSの情報を一元化するサイト
の方向性検討・作成

○協議会委員・ファンクラブにアンケート・情報収集
（1月まで）

・各団体の活動履歴等についての掲載
・これまでの活動資料の提供及び公開の可否
・次の20年を見据えた目標やアクションの設定に係る
意見の集約

アーカイブを残し、次の世代に情報をつなぐ
→プラットフォーム化、 活動目標の設定方針の集約

１ 令和8年度 （募金から5万円拠出）
○メンバー募集（６月まで）
・HP作成可能な方
・一緒にHPの案を考えてくれる方

○プラットフォームとなるHP（10月まで）
・既存HP・SNSの情報を一元化するサイト
の方向性検討・作成

○協議会委員・ファンクラブにアンケート・情報収集（1月まで）
・各団体の活動履歴等についての掲載
・これまでの活動資料の提供及び公開の可否
・次の20年を見据えた目標やアクションの設定に係る意見の集約

２ 令和9年度以降 （民間支援金、募金等を活用）
○サイトの維持
○協議会委員等にインタビュー等により、活動団体ごとの取組を記録
○アンケートに基づく各者意見の集約、目標設定

２ 令和9年度以降
（民間支援金、募金等を活用）
○サイトの維持
○協議会委員等にインタビュー等により、活動団
 体ごとの取組を記録

○アンケートに基づく各者意見の集約、目標設定


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8


